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「
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
は
、三
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
級
の
国
際
芸
術
祭
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
芸
術
祭
は
二
十
年
以
上
前
に
越
後
妻
有
の
農
村
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
本
芸
術
祭
は
地
域
に
大
き

な
経
済
効
果
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
地
域
を
最
新
の
現
代
ア
ー
ト
を
体
験
で
き
る
場
へ
と
変
え
て
き
た
。
し
か
し
、
大
地
の
芸
術
祭
が
変

え
た
の
は
客
観
的
な
景
観
だ
け
で
な
く
、
土
地
に
対
す
る
見
方
な
ど
の
主
観
的
な
側
面
も
あ
る
は
ず
だ
。
大
地
の
芸
術
祭
は
地
域
住
民
と

の
協
働
を
重
視
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
数
多
く
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
芸
術
が
よ
り
広
い
意
味
で
自
然
と
関
わ
る
技

術
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
住
民
が
受
動
的
な
鑑
賞
者
で
は
な
く
、
参
加
者
や
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
大
地
の
芸
術
祭
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
積
極
的
な
関
与
を
通
し
て
、
住
民
は
自
身
の
土
地
や
環
境
、
そ
の
地
で
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
・
文
化
に
対
す

る
認
識
や
行
動
を
変
え
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
﹇
*1
﹈。

本
稿
で
は
、
大
地
の
芸
術
祭
を
通
じ
て
地
域
住
民
が
土
地
や
環
境
に
対
す
る
認
識
を
ど
の
よ
う
に
変
え
た
か
に
つ
い
て
、
大
地
の
芸
術

祭
を
象
徴
す
る
芸
術
家
の
一
人
で
あ
る
磯
辺
行
久
に
焦
点
を
当
て
て
、
考
察
を
試
み
る
。
磯
辺
は
第
一
回
か
ら
同
芸
術
祭
に
継
続
的
に
参

加
し
、
そ
の
都
度
住
民
と
の
共
創
に
よ
っ
て
作
品
を
制
作
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
彼
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
同
芸
術

祭
に
お
い
て
上
述
の
地
域
や
環
境
へ
の
眼
差
し
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。
本
論
文
で
は
、
ま
ず
大

地
の
芸
術
祭
の
特
徴
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
次
に
、
磯
辺
行
久
の
作
品
群
の
中
か
ら
、
と
く
に
第
一
回
と
第
九
回
芸
術
祭
の
作
品
に
注
目

し
、
そ
れ
ら
が
地
域
に
お
い
て
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
、
実
際
に
筆
者
が
現
地
で
作
品
を
鑑
賞
し
た
経
験
も
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
す
る
。
そ
し
て
、
磯
辺
作
品
が
協
働
す
る
人
や
観
る
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
地
域
の
歴
史
を
呼
び
起
こ
し
、
環
境
に
対
す
る
視
線

を
変
え
う
る
の
か
を
考
察
す
る
。
以
上
の
議
論
を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
ア
ー
ト
へ
の
積
極
的
な
関
与
と
参
加
を
通
じ
て
、
彼
／
彼
女
ら

が
創
造
的
な
芸
術
活
動
の
担
い
手
と
な
り
、
地
域
や
環
境
に
対
す
る
自
身
の
眼
差
し
と
、
外
か
ら
の
参
加
者
の
眼
差
し
を
変
化
さ
せ
、
土

地
に
対
す
る
意
識
を
変
え
う
る
こ
と
を
示
す
。
最
後
に
、
磯
辺
の
作
品
が
目
に
見
え
な
い
も
の
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
が

想
像
力
を
働
か
せ
て
、
地
域
の
歴
史
と
環
境
へ
の
新
た
な
視
点
を
獲
得
で
き
る
と
結
論
す
る
。

大
地
の
芸
術
祭
に
お
け
る
地
域
史
と

環
境
へ
の
眼
差
し

│
磯
辺
行
久
の
作
品
事
例
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
幡
さ
く
ら

Sakura Yahata

大
地
の
芸
術
祭
の
基
本
的
特
徴
と
概
要

基
本
理
念
「
人
間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」

芸
術
概
念
の
拡
張

磯
辺
行
久
と
大
地
の
芸
術
祭

百
年
前
の
川
の
流
れ
か
ら

　
文
化
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
葬
儀
の
再
現
ま
で

磯
辺
作
品
に
お
け
る
地
域
史
と
環
境

見
え
な
い
も
の
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
働
く
想
像
力
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制
限
下
で
二
年
延
期
と
な
り
、
二
〇
二
二
年
に
開
催
さ
れ
た
第
八
回
芸
術
祭
（
一
四
五
日
間
）
に
は
五
十
七
万
四
千
百
三
十
八
人
が
芸
術
祭

を
訪
れ
た
﹇
*4
﹈。
二
〇
二
四
年
の
第
九
回
芸
術
祭
（
八
九
日
間
）
の
訪
問
者
数
は
五
十
四
万
五
千
九
百
三
十
一
人
と
若
干
数
を
減
ら
し
た
が
、

四
二
の
国
・
地
域
か
ら
の
二
七
八
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
に
よ
る
三
一
二
点
の
作
品
が
公
開
さ
れ
た
﹇
*5
﹈。
経
済
効
果
は
も
ち
ろ
ん
国
内

外
か
ら
の
参
加
者
に
よ
る
様
々
な
人
的
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

基
本
理
念
「
人
間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」

大
地
の
芸
術
祭
は
「
人
間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」
と
い
う
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
芸
術
祭
は
、
芸
術
家
、
住

民
、
支
援
者
が
協
力
し
、
地
域
、
世
代
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
芸
術
祭
を
創
造
す
る
こ
と
で
、
芸
術
を
通
じ
て
自
然
と
人
間
の
関
係
に
つ

い
て
問
い
か
け
る
。

越
後
妻
有
は
、
縄
文
期
か
ら
の
豪
雪
と
い
う
厳
し
い
条
件
の
な
か
で
、
米
づ
く
り
を
し
て
き
た
土
地
で
す
。
人
々
は
、
切
り
離
す
こ

と
が
で
き
な
い
人
間
と
自
然
の
関
わ
り
方
を
探
り
な
が
ら
、
濃
密
な
集
落
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
「
人
間
は
自
然
に
内
包

さ
れ
る
」
と
い
う
基
本
理
念
が
生
ま
れ
、
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
貫
か
れ
て
い
ま
す
。
人
間
と
自
然
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か

│
。
そ
の
可
能
性
を
示
す
モ
デ
ル
に
な
ろ
う
と
、
越
後
妻
有
の
地
域
づ
く
り
は
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。﹇
*6
﹈

こ
の
地
域
は
古
く
か
ら
大
雪
と
地
滑
り
が
発
生
し
や
す
い
地
域
で
あ
る
と
同
時
に
、
清
ら
か
な
水
や
豊
富
な
栄
養
分
を
含
む
土
壌
に
よ
っ

て
稲
作
が
行
わ
れ
て
き
た
。
人
々
は
一
方
で
は
、
自
然
の
猛
威
と
闘
い
、
他
方
で
は
、
自
然
の
豊
か
な
恵
み
を
享
受
し
て
き
た
。
彼
／
彼

女
ら
の
生
活
は
そ
の
土
地
や
自
然
環
境
に
深
く
依
存
し
、
自
然
と
の
共
存
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
活
モ
デ
ル
が
越
後
妻

有
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
大
地
の
芸
術
祭
は
、「
里
山
の
美
し
さ
豊
か
さ
を
際
立
た
せ
、
そ
こ
に
積
層
し
た
人
間
の
時
間
を
浮
き
あ
が
ら
せ
る
ア
ー
ト
を

大
地
の
芸
術
祭
の
基
本
的
特
徴
と
概
要

大
地
の
芸
術
祭
は
二
〇
〇
◯
年
か
ら
三
年
ご
と
に
新
潟
県
南
部
の
十
日
町
市
と
津
南
町
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
越
後
妻
有
と
は
こ
の
二

市
町
の
総
称
で
あ
り
、
こ
の
地
域
は
、
十
日
町
、
川
西
、
中
里
、
松
代
、
松
之
山
、
津
南
の
六
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
る
。
津
南
を
除
く

五
つ
の
エ
リ
ア
は
も
と
も
と
旧
地
区
と
し
て
分
離
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
十
日
町
市
に
統
合
さ
れ
た
。
二
〇

二
五
年
五
月
時
点
の
十
日
町
市
と
津
南
町
の
総
人
口
は
五
万
四
千
八
百
十
人
で
あ
る
﹇
*2
﹈。

越
後
妻
有
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
気
候
風
土
が
地
域
の
生
活
や
働
き
方
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。
し
か
し
、
古

く
は
農
業
中
心
だ
っ
た
そ
の
生
活
や
労
働
も
次
第
に
変
化
す
る
。
時
代
と
共
に
大
都
市
へ
の
移
動
が
容
易
に
な
り
、
地
元
を
離
れ
て
都
市

へ
移
住
す
る
人
々
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
空
き
家
の
増
加
、
人
口
減
少
、
学
校
の
閉
鎖
が
進
ん
だ
。
少
子
化
と
高
齢
化
、
そ
し

て
過
疎
化
は
同
時
に
地
域
産
業
の
衰
退
を
招
い
た
。

大
地
の
芸
術
祭
の
発
端
は
、
一
九
九
四
年
新
潟
県
知
事
が
提
唱
し
た
広
地
域
活
性
化
政
策
「
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
」
に
即
し

て
行
わ
れ
た
、
ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指
す
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
に
遡
る
。
こ
の
計
画
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
北
川
フ
ラ
ム
（
一
九
四
六
〜
）
に
依
頼
が
あ
り
、
同
氏
は
二
〇
〇
〇
年
の
第
一
回
目
の
芸
術
祭
か
ら
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務

め
て
い
る
。
北
川
は
一
九
九
四
年
に
東
京
都
立
川
市
の
米
軍
基
地
跡
地
を
、
百
点
を
越
え
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
に
よ
っ
て
ア
ー
ト
の
街

に
変
え
る
試
み
、「
フ
ァ
ー
レ
立
川
」
を
企
画
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
北
川
は
こ
う
し
た
経
験
を
も
と
に
ア
ー
ト
を
用
い
た
地
域
づ
く
り

を
提
案
し
、
反
対
す
る
地
元
住
民
を
対
話
を
通
し
て
説
得
し
、
芸
術
祭
の
開
催
に
漕
ぎ
着
け
た
。
現
在
も
北
川
は
大
地
の
芸
術
祭
の
総
合

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
、
彼
が
代
表
を
務
め
る
ア
ー
ト
フ
ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
と
も
に
、
国
内
の
他
の
大
規
模
な
芸
術
祭
（
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
、
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
、
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
な
ど
）
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
の
第
一
回
以
降
、
大
地
の
芸
術
祭
は
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
き
た
。
回
を
追
う
ご
と
に
来
場
者
数
は
増
加
し
、
二
〇
一
八

年
の
第
七
回
芸
術
祭
で
は
約
五
十
四
万
八
千
三
百
八
〇
人
の
来
場
者
を
記
録
し
た
﹇
*3
﹈。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
う

149 Vol. 16

生きることの美学

特集 a+a 美学研究 148
八幡さくら 大地の芸術祭における地域史と環境への眼差し



域
の
知
恵
の
学
習
、
住
民
と
の
協
働
で
あ
る
。

こ
の
芸
術
概
念
は
芸
術
祭
の
作
品
の
特
徴
に
も
現
れ
て
い
る
。
多
く
の
作
品
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
芸
術
家
と
地
域
住
民
と
の
協
働
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。
芸
術
家
の
多
く
は
地
域
と
は
何
の
関
係
も
な
い
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
る
。
こ
う
し
た
芸
術
家
が
地
域
住
民
と

互
い
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
、
協
力
し
て
作
品
を
完
成
さ
せ
る
。
芸
術
家
は
地
域
の
課
題
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
場
合
に

よ
っ
て
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
地
域
に
長
期
滞
在
し
、
地
域
の
歴
史
や
風
習
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
﹇
*12
﹈。
地
域
住
民
は
、
芸
術
家
に
生
活
や
活
動
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
た
り
、
芸
術
家
の
制
作
を
手
伝
っ
た
り
、
様
々

な
形
で
芸
術
家
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
と
も
に
音
楽
演
奏
や
演
劇
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
が
世
代
を
超
え
て
協
力
し
、
芸
術
祭
を
開
催
す
る
。

磯
辺
行
久
と
大
地
の
芸
術
祭

磯
辺
行
久
（
一
九
三
五
〜
）
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
版
画
を
制
作
し
、
六
〇
年
代
に
は
ワ
ッ
ペ
ン
型
の
レ
リ
ー
フ
を
反
復
し
た
作
品
群
で

一
躍
注
目
さ
れ
る
﹇
*13
﹈。
一
九
六
五
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
渡
っ
た
磯
辺
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
環
境
と
の
共
生
を

目
指
す
運
動
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
機
に
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
地
域
生
態
計
画
）
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
磯
辺
は
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
提
唱
し
た
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
大
学
の
Ｉ
・
Ｌ
・
マ
ク
ハ
ー
グ
教
授
の
も
と
で
学
び
、
そ
れ
に
基
づ

く
ア
ー
ト
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
は
、
人
間
が
自
然
環
境
と
共
生
し
て
い
く
た
め
の
環
境
計
画

で
あ
り
、「
そ
の
土
地
の
環
境
情
報
の
諸
条
件
を
重
ね
合
わ
せ
た
上
で
、
地
域
の
特
性
を
把
握
し
、
管
理
、
維
持
、
計
画
利
用
し
て
い
く

た
め
の
方
法
」
で
あ
る
﹇
*14
﹈。
帰
国
後
、
磯
辺
は
こ
の
調
査
に
基
づ
く
環
境
計
画
を
行
な
う
組
織
「
リ
ジ
オ
ナ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
チ
ー

ム
」
を
発
足
さ
せ
、
国
内
の
環
境
計
画
の
仕
事
を
行
い
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
。
九
〇
年
以
降
に
は
エ
コ
ロ

ジ
カ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
背
景
と
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
活
動
を
再
開
す
る
。

一
九
九
六
年
、
北
川
は
リ
ジ
オ
ナ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
チ
ー
ム
の
も
と
に
越
後
妻
有
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
を
依
頼

道
し
る
べ
に
、
人
々
は
五
感
を
開
放
し
、
生
の
素
晴
ら
し
さ
や
記
憶
を
全
身
に
蘇
ら
せ
る
」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
﹇
*7
﹈。
環
境
省
に
よ
れ

ば
、
里
山
ま
た
は
里
地
と
は
「
農
地
、
溜
池
、
樹
林
地
、
草
原
な
ど
多
様
な
自
然
環
境
を
有
す
る
地
域
」
で
あ
り
、「
相
対
的
に
自
然
性

の
高
い
奥
山
自
然
地
域
と
人
間
活
動
が
集
中
す
る
都
市
地
域
と
の
中
間
に
位
置
し
、
国
土
の
約
四
割
を
占
め
る
」﹇
*8
﹈。
里
山
の
環
境
は
、

人
間
が
食
糧
や
燃
料
を
得
る
た
め
に
、
長
年
か
け
て
様
々
な
働
き
か
け
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
動
植
物
が
生
息
す

る
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
里
山
地
域
で
は
、
自
然
と
人
間
が
同
じ
生
態
系
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
共
存
し
、
人
々
が
自
然
に
寄
り
添
い

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
﹇
*9
﹈。芸

術
概
念
の
拡
張

大
地
の
芸
術
祭
の
基
本
理
念
は
芸
術
概
念
の
変
化
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
概
念
史
的
に
はart

は
も
と
も
と
技
や
技
術
を
意
味
し
た

が
、
そ
れ
が
「
美
し
い
技
術
」
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
「
美
し
い
技
術
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
を
「
芸
術
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
世
紀
以
降
芸
術
は
美
し
い
も
の
だ
け
で
は
な
い
多
様
な
も
の
を
含
む
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
代
の
芸

術
概
念
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
大
地
の
芸
術
祭
は
自
然
と
人
間
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
芸
術
を
自
然
と
の
関
係
の
あ
り
方
そ

の
も
の
と
し
て
定
義
す
る
。
北
川
は
芸
術
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
美
術
と
は
自
然
と
人
間
、
文
明
と
人
間
性
の
関
係
を
表
す
、

直
覚
的
な
方
向
だ
と
思
っ
て
い
た
。
人
工
的
な
も
の
、
狭
義
の
美
術
作
品
も
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ト
も
音
楽
も
、
料
理
、
儀
式
も
そ

う
だ
と
考
え
て
い
た
。
さ
ら
に
美
術
は
主
と
し
て
、
社
会
空
間
の
ズ
レ
を
自
づ
と
感
じ
て
し
ま
う
個
々
人
の
生
理
の
表
れ
だ
と
思
っ
て
い

た
。」﹇
*10
﹈  

こ
こ
で
北
川
は
ア
ー
ト
を
人
間
が
自
然
と
関
わ
る
中
で
生
ま
れ
て
き
た
も
の
や
行
為
な
ど
、
様
々
な
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
概
念

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
考
え
に
即
し
て
、
大
地
の
芸
術
祭
は
ア
ー
ト
を
「
生
活
芸
術
（art de vivre

）」
と
定
義
し
、
人
間
が
つ
く
っ

て
き
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
そ
の
対
象
と
す
る
﹇
*11
﹈。
こ
の
文
脈
で
の
芸
術
と
は
、
伝
統
的
に
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
と
さ
れ
て
き
た
も
の
（
音
楽
、

絵
画
、
彫
刻
、
文
学
な
ど
）
だ
け
で
な
く
、
衣
食
住
、
す
な
わ
ち
、
農
業
、
住
宅
、
建
築
、
食
な
ど
も
含
む
。
こ
の
拡
張
さ
れ
た
芸
術
概
念

に
基
づ
き
、
大
地
の
芸
術
祭
は
芸
術
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
。
こ
の
活
性
化
に
不
可
欠
な
も
の
が
地
域
の
資
源
の
特
定
、
地
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す
る
。
そ
こ
で
判
明
し
た
地
理
的
な
状
況
に
加
え
て
、
農
業
や
産
業
構
造
の
推
移
を
把
握
し
た
上
で
越
後
妻
有
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

芸
術
祭
の
構
想
に
至
る
﹇
*15
﹈。
北
川
は
、
磯
辺
が
越
後
妻
有
地
域
の
環
境
調
査
で
引
い
た
レ
イ
ヤ
ー
を
「
土
地
利
用
、
動
物
生
態
、
植
物

生
態
、
気
象
、
土
壌
、
標
高
、
表
流
水
理
、
地
下
水
理
、
地
形
、
地
質
」
の
十
点
に
ま
と
め
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
地
形
的
条
件
の

上
に
、「
伝
承
的
、
人
文
的
、
歴
史
的
、
社
会
経
済
的
、
政
治
行
政
的
」
な
も
の
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
十
層
に
も
重
な
る

地
域
の
レ
イ
ヤ
ー
全
体
が
作
り
出
す
も
の
を
「
社
会
空
間
」
と
呼
び
、
そ
こ
に
「
開
口
部
」
を
作
り
展
開
す
る
こ
と
を
芸
術
祭
の
課
題
と

み
な
す
﹇
*16
﹈。
こ
う
し
た
北
川
の
発
言
か
ら
、
磯
辺
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
越
後
妻
有
地
域
の
地
理
的
・
歴
史
的
・
社
会
的

特
性
が
芸
術
祭
の
方
向
を
定
め
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
﹇
*17
﹈。

百
年
前
の
川
の
流
れ
か
ら
文
化
人
類
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
葬
儀
の
再
現
ま
で

磯
辺
の
作
品
に
は
大
規
模
な
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
第
一
回
芸
術
祭
で
中
里
地
域
に
お
い
て
発
表
さ

れ
た
磯
辺
の
作
品
《
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た
》（
二
〇
〇
〇
）﹇
図
1
﹈
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
日
本
有
数
の
大
河
で
あ
る
信
濃
川
は
古
来
越

後
妻
有
地
方
を
潤
し
て
き
た
が
、
旧
国
鉄
の
宮
中
ダ
ム
建
設
併
用
後
そ
の
水
量
が
激
変
し
、
田
畑
な
ど
の
大
型
圃
場
整
備
の
た
め
の
大
規

模
な
土
木
工
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
流
れ
や
生
態
系
に
影
響
が
及
ん
だ
と
さ
れ
る
﹇
*18
﹈。
磯
辺
は
、
多
く
の
地
域
住
民
の
承
諾
と
参
加
を
得

て
、
失
わ
れ
た
か
つ
て
の
川
の
流
れ
の
位
置
を
復
元
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た
》
を
計
画
す
る
。
古
地
図
や
長

老
の
記
憶
、
地
形
図
、
集
落
の
石
碑
な
ど
様
々
な
も
の
か
ら
百
年
前
の
川
の
流
れ
を
調
査
し
、
先
端
に
黄
色
の
旗
を
つ
け
た
高
さ
三
メ
ー

ト
ル
の
黄
色
の
ポ
ー
ル
を
三
・
五
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
五
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
合
計
六
八
〇
本
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
川
の
流
れ
の

再
現
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
﹇
図
2
﹈﹇
*19
﹈。
こ
の
作
品
の
六
割
が
圃
場
の
中
を
通
過
し
、
ま
た
そ
の
設
置
が
芸
術
祭
開
始
の
七
月
と
い
う

稲
作
に
お
い
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
時
期
だ
っ
た
た
め
、
当
時
三
〇
余
人
の
地
主
の
意
見
は
否
定
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
年
半
に
及
ぶ
話
し

合
い
の
末
、「
過
去
の
集
落
の
記
憶
を
再
現
し
、
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
た
」
大
半
の
地
主
た
ち
を
は
じ
め
、
集
落

の
人
々
が
自
発
的
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
磯
辺
は
報
告
し
て
い
る
﹇
*20
﹈。
設
置
時
期
を
秋
の
収
穫
ま
で
の
四
ヶ
月
限
定
と
し
、
水

図1｜磯辺行久《川はどこへいった》
（写真は2018年再現作品、筆者撮影）

図2｜水田の中を横断する黄色のポール
（筆者撮影）
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田
に
ポ
ー
ル
を
立
て
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
で
は
な
く
地
主
た
ち
自
身
が
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
最
終
的
に
作
品
が
設
置
さ
れ
た
。

磯
辺
は
本
作
品
に
つ
い
て
、
元
の
川
の
位
置
を
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
川
の
命
の
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
し
、
疎
遠
に
な
っ

た
母
な
る
川
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
に
つ
い
て
地
区
の
人
び
と
と
共
に
考
え
て
み
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
﹇
*21
﹈。
こ
う
し
た
発
言
か
ら
は
、

住
民
自
身
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、
作
品
を
体
験
す
る
中
で
、
川
の
流
れ
の
変
化
と
人
々
の
生
活
の
関
係
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う

な
状
態
が
土
地
に
よ
っ
て
良
い
の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
と
い
う
意
図
が
わ
か
る
。
磯
辺
の
作
品
は
、
自
然
と
切
り
離
せ
な
い

人
間
の
生
活
の
中
で
反
省
す
べ
き
環
境
問
題
に
対
し
て
意
識
を
向
け
さ
せ
る
。

同
じ
く
信
濃
川
の
流
れ
と
地
形
の
変
化
に
着
目
し
た
作
品
に
、
第
二
回
芸
術
祭
で
発
表
さ
れ
た
《
信
濃
川
は
か
つ
て
現
在
よ
り
二
五

メ
ー
ト
ル
高
い
位
置
を
流
れ
て
い
た
│
天
空
に
浮
か
ぶ
信
濃
川
の
航
路
》（
二
〇
〇
三
）﹇
図
3
﹈
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
信
濃
川
の
長

年
の
侵
食
に
よ
っ
て
川
底
が
削
ら
れ
、
地
形
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
地
層
調
査
で
発
見
し
、
そ
れ
を
視
覚
的
に
示
す
。
中
里
地
域
で
は

一
九
九
九
年
に
一
万
五
千
年
前
の
自
然
堤
防
跡
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
で
、
か
つ
て
信
濃
川
は
現
在
よ
り
二
五
メ
ー
ト
ル
上
方
を
流
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
垂
直
方
向
の
地
形
変
化
に
着
目
し
て
、
幅
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
足
場
を
工
事
現
場
で

使
用
す
る
よ
う
な
パ
イ
プ
で
組
み
上
げ
て
段
丘
岸
面
に
設
置
し
、
五
〇
〇
年
間
隔
で
年
代
ご
と
の
水
面
を
示
す
こ
と
で
、
鑑
賞
者
は
昔
の

地
形
や
そ
こ
で
の
暮
ら
し
に
想
像
力
を
働
か
せ
る
﹇
図
4
﹈。

筆
者
が
調
査
を
行
っ
た
二
〇
一
八
年
の
芸
術
祭
で
は
上
記
の
二
作
品
が
再
現
さ
れ
た
。
近
く
で
流
れ
る
川
の
音
を
聞
き
な
が
ら

作
品
の
周
り
を
歩
く
と
、
広
大
な
水
田
に
広
が
る
列
を
成
し
て
続
く
黄
色
の
ポ
ー
ル
と
、
そ
こ
に
吹
く
風
と
風
に
よ
っ
て
そ
よ
ぐ

ポ
ー
ル
に
付
け
ら
れ
た
旗
が
目
に
入
る
。
鑑
賞
者
は
磯
辺
の
作
品
に
接
す
る
と
き
、
通
常
の
美
的
鑑
賞
で
期
待
す
る
よ
う
な
「
美

し
い
」
や
「
気
に
入
る
」
と
い
う
心
情
が
ま
ず
生
じ
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
こ
に
何
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
？
こ
れ
は
芸
術
な

の
か
？
と
い
う
疑
問
と
と
も
に
、
視
覚
・
聴
覚
・
嗅
覚
・
触
覚
な
ど
の
様
々
な
感
覚
を
働
か
せ
て
、
そ
の
意
味
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
。
そ
の
作
品
が
地
域
の
歴
史
や
暮
ら
し
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
気
づ
く
と
き
、
現
在
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
風
景
を
想
像

し
、
過
去
に
思
い
を
馳
せ
る
﹇
*22
﹈。
訪
問
者
と
し
て
の
我
々
に
湧
き
起
こ
る
情
景
に
比
べ
、
そ
の
土
地
に
住
む
人
々
に
生
じ
る
そ
れ
は

よ
り
強
く
迫
っ
て
く
る
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
作
品
を
時
に
制
作
し
、
時
に
鑑
賞
す
る
こ
と
で
自
ら
の
土
地
の
歴
史
と
変
化
を
想
像

し
、
ど
の
よ
う
に
川
や
大
地
を
含
む
自
然
と
関
わ
っ
て
い
く
か
を
考
え
さ
せ
る
契
機
を
磯
辺
の
作
品
は
提
供
す
る
。
実
際
、
作
品
を

（上）図3｜磯辺行久《川はどこへいった》および《信濃川はかつて現在より25メートル高い位置を流れていた─天空に浮かぶ信濃
川の航路》
（写真は2018年再現作品、筆者撮影）

（下）図4｜現在の水田の位置より25メートル高い位置に設置された工事現場のような足場
（写真は2018年再現作品、筆者撮影）
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図5｜磯辺行久《葬送は分け隔てのない越後妻有に特有な〈和み〉の文化の証であった》2024（筆者撮影）
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り
リ
ア
ル
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
村
人
た
ち
が
ど
ん
な
ふ
う
に
葬
儀
を
行
な
っ
て
い
た
か
、

ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
か
、
当
事
者
の
声
を
通
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
並
ん

だ
ポ
ー
ル
や
柱
は
単
な
る
モ
ノ
や
印
か
ら
、
生
き
た
記
憶
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
へ
と
変

化
し
、
そ
れ
を
通
し
て
肉
付
け
さ
れ
た
光
景
が
見
る
も
の
に
共
有
さ
れ
る
。

磯
辺
作
品
に
お
け
る
地
域
史
と
環
境
│
住
民
参
加
の
意
味

磯
辺
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
は
目
に
見
え
な
い
土
地
の
歴
史
を
作
品
を
通
し
て
呼

き
っ
か
け
に
住
民
が
孫
に
昔
の
川
の
様
子
や
そ
こ
で
遊
ん
だ
思
い
出
を
語
る
姿
が
報
告
さ
れ
て
い
る
﹇
*23
﹈。

二
〇
二
二
年
以
降
磯
辺
の
関
心
は
自
然
環
境
や
歴
史
的
経
緯
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
に
も
向
け
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
二
〇
二
二
年
《
消
え
た
集
落
│
閉
村
の
碑
か
ら
よ
み
と
る
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
》
は
、
十
日
町
市
の
閉
村
し
た
小
貫
集
落

に
設
置
さ
れ
た
二
つ
の
閉
村
の
碑
を
中
心
に
屋
号
を
記
し
た
柱
を
設
置
し
て
村
の
道
を
再
現
し
、
吹
き
流
し
に
よ
っ
て
そ
の
地
の
冬
の

季
節
風
を
示
す
こ
と
で
自
然
の
過
酷
さ
を
表
現
し
た
。
二
〇
二
四
年
の
芸
術
祭
で
は
継
続
し
て
小
貫
集
落
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し

て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
《
葬
送
は
分
け
隔
て
の
な
い
越
後
妻
有
に
特
有
な
〈
和
み
〉
の
文
化
の
証
で
あ
っ
た
》（
二
〇
二
四
）﹇
図
5
﹈
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
「
休
村
」
中
の
小
貫
集
落
に
お
い
て
、
磯
辺
は
旧
住
民
で
あ
る
庭
野
三
省
氏
に
協
力
を
仰
ぎ
、
二
〇
二
二
年
の
芸
術
祭
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
反
省
か
ら
、
か
つ
て
の
旧
住
民
た
ち
に
地
域
の
芸
術
祭
へ
の
要
望
を
聞
い
て
企
画
書
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

現
場
作
業
を
地
域
の
人
々
と
進
め
た﹇
*24
﹈。
そ
こ
で
磯
辺
は
、
自
然
環
境
の
問
題
は
極
め
て
地
域
的
な
自
然
条
件
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

世
界
規
模
で
地
域
を
考
え
る
グ
ロ
ー
カ
ル
で
は
な
く
、
改
め
て
ロ
ー
カ
ル
に
注
目
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
地
域
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
重
視

す
る
姿
勢
を
取
る
﹇
*25
﹈。
本
作
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
が
葬
送
文
化
で
あ
る
。
か
つ
て
小
貫
で
は
葬
儀
を
村
で
協
力
し
て
行
い
、

そ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
村
人
は
「
和
み
」
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
と
い
う
の
も
、
村
が
一
丸
と
な
っ
て
葬
儀
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た

こ
と
は
、
葬
儀
が
村
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
か
ら
だ
。
葬
儀
の
際
の
村
で
の
動
き
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
日
本
人
の

「
和
」
の
精
神
を
示
す
こ
と
が
企
画
さ
れ
た
。
実
際
の
作
品
で
は
、
屋
号
が
書
か
れ
た
木
の
柱
が
道
の
端
に
村
の
外
れ
の
引
導
場
ま
で
立

て
ら
れ
る
﹇
図
6
﹈。
引
導
場
と
は
最
後
の
読
経
場
所
で
、
そ
こ
で
棺
桶
を
お
ろ
し
﹇
図
7
﹈、
そ
こ
か
ら
先
は
住
民
が
棺
を
背
負
っ
て
焼
き

場
ま
で
行
き
、
そ
こ
で
杉
の
葉
や
薪
な
ど
を
用
い
て
遺
体
を
火
葬
し
て
い
た
。
引
導
場
か
ら
は
小
旗
を
つ
け
た
黄
色
の
ポ
ー
ル
が
立
て
ら

れ
、
林
の
奥
の
焼
き
場
ま
で
の
道
を
示
し
て
い
る
﹇
図
8
﹈。

鑑
賞
者
は
か
つ
て
村
人
が
行
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
葬
送
の
道
を
辿
り
、
引
導
場
で
立
ち
止
ま
り
、
少
し
薄
暗
い
木
々
の
間
を
抜
け
て
焼

き
場
へ
進
む
。
か
つ
て
と
同
じ
よ
う
に
徒
歩
で
か
つ
て
と
同
じ
道
を
辿
り
な
が
ら
、
身
体
的
な
経
験
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
過
去
の

集
落
の
様
子
を
想
像
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
葬
儀
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
。

鑑
賞
の
際
に
、
作
品
と
鑑
賞
者
を
媒
介
す
る
役
割
を
担
う
サ
ポ
ー
タ
ー
や
地
域
住
民
の
存
在
は
非
常
に
大
き
い
。
と
り
わ
け
元
住
民
や

そ
の
地
に
親
し
ん
だ
住
民
に
よ
る
風
習
や
生
活
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
そ
の
地
を
初
め
て
訪
れ
た
人
々
に
、
集
落
の
あ
り
し
日
の
姿
を
よ

（上右）図6｜屋号柱（筆者撮影）

（上左）図7｜引導場に置かれた棺桶を担ぐための竿
（筆者撮影）

（下）図8｜林の奥の火葬場を示すポール（筆者撮影）
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こ
こ
で
南
雲
氏
は
磯
辺
の
作
品
制
作
を
手
伝
う
中
で
、
自
身
の
土
地
や
地
域
、
自
然
の
感
じ
方
や
そ
の
視
点
の
変
化
を
語
っ
て
い
る
。
調

査
を
通
し
て
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
過
去
の
地
形
や
人
々
の
生
活
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
と
過
去
の
様
子
が
重
ね
合
わ

さ
れ
、
そ
れ
以
前
と
は
異
な
る
情
景
が
見
え
て
く
る
こ
と
で
、
そ
の
地
に
対
す
る
捉
え
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
視
点
の
変
化
に

よ
っ
て
現
在
の
自
然
と
人
間
の
関
わ
り
に
つ
い
て
反
省
的
な
視
点
を
持
ち
う
る
。

②
の
よ
う
に
、
作
品
を
紹
介
・
説
明
す
る
地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
の
存
在
は
、
外
か
ら
や
っ
て
き
た
土
地
に
馴
染
み
の
な
い
人
々
と
作
品
を

媒
介
し
、
土
地
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
例
え
ば
、
筆
者
が
参
加
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
地
元
サ
ポ
ー

タ
ー
が
ガ
イ
ド
と
し
て
訪
問
者
を
案
内
し
、
自
身
の
地
域
で
の
経
験
な
ど
を
語
る
こ
と
で
、
そ
の
土
地
で
の
生
活
や
人
々
の
習
慣
な
ど
を

訪
問
者
に
伝
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
住
民
に
よ
る
生
き
た
経
験
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
作
品
の
作
ら
れ
た
背
景
を
知
り
、
そ
の
意
味
に

想
い
を
馳
せ
る
。
彼
／
彼
女
ら
の
語
り
に
よ
っ
て
訪
問
者
の
目
の
前
の
風
景
は
時
に
わ
ず
か
に
時
に
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
れ
ま
で
見
え

て
い
た
現
在
の
姿
が
ア
ー
ト
と
住
民
の
声
を
介
し
て
、
過
去
と
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
芸
術
祭

へ
の
住
民
の
参
加
は
不
可
欠
で
あ
り
、
彼
ら
の
声
に
よ
っ
て
、
作
品
は
生
き
生
き
し
た
も
の
と
し
て
人
々
に
体
験
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
磯
辺
の
作
品
に
お
け
る
測
量
や
調
査
か
ら
制
作
、
そ
し
て
作
品
の
説
明
と
い
う
全
過
程
を
通
し
て
、
地
域
の
住
民

た
ち
は
自
ら
も
ア
ー
ト
に
関
わ
る
創
造
的
な
活
動
に
参
与
し
、
そ
の
中
で
土
地
に
対
す
る
見
方
を
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
土

地
に
対
す
る
新
た
な
見
方
を
得
る
こ
と
や
地
域
の
記
憶
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
は
、
そ
の
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
、
堆
積
し
た
歴
史
の
上
に

自
ら
の
立
ち
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

見
え
な
い
も
の
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
働
く
想
像
力

中
原
佑
介
は
、
磯
辺
の
《
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た
》
に
「
測
量
技
術
の
転
用
、
あ
る
い
は
転
換
」
を
見
出
し
、
一
九
六
〇
年
代
の
土
木
技

術
を
転
用
し
た
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
、
ジ
ャ
ン
・
ク
ロ
ー
ド
と
ク
リ
ス
ト
の
布
に
よ
る
梱
包
の
非
効
用
化
、
ヤ
ン
・
デ
ィ
ベ
ッ
ツ
の
生
育
技
術

び
起
こ
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
鑑
賞
に
よ
っ
て
の
み
な
ら
ず
、
す
で
に
制
作
の
た
め
の
調
査
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
測
量
や
調
査

こ
そ
が
磯
辺
作
品
に
不
可
欠
な
要
素
を
構
成
し
て
い
る
。
磯
辺
作
品
に
見
ら
れ
る
住
民
参
加
の
あ
り
方
は
大
き
く
次
の
二
点
に
ま
と
め
ら

れ
る
。
①
調
査
・
制
作
。
地
域
の
環
境
に
つ
い
て
の
調
査
や
作
品
制
作
に
関
わ
る
。
②
普
及
・
媒
介
。
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ガ
イ
ド
と
し
て
作

品
を
案
内
・
説
明
す
る
。

①
の
具
体
的
な
場
面
と
し
て
、
こ
う
し
た
調
査
・
制
作
に
住
民
が
関
わ
る
中
で
、
住
民
が
芸
術
家
に
教
え
提
案
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ

れ
が
制
作
に
活
用
さ
れ
、
作
品
を
方
向
づ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、《
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た
》
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
に
、

住
民
か
ら
「
こ
こ
の
河
川
敷
は
風
が
強
い
、
そ
れ
も
時
々
方
向
が
変
わ
る
。
そ
れ
な
ら
旗
を
つ
け
た
ほ
う
が
面
白
い
」
と
い
う
声
が
起
こ

り
、
作
品
が
変
化
し
て
い
っ
た
と
北
川
が
報
告
し
て
い
る
﹇
*26
﹈。
前
述
の
文
化
人
類
学
の
手
法
を
用
い
た
作
品
の
場
合
、
村
の
人
々
か
ら

の
聞
き
取
り
に
始
ま
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
に
過
去
の
楽
し
か
っ
た
記
憶
が
思
い
起
こ
さ
れ
、
集
落
の
風
景
が
共
有
さ
れ
る
。
住
民
が

制
作
に
関
わ
る
中
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
そ
れ
を
作
家
が
形
に
し
て
い
く
。

そ
れ
と
は
逆
に
、
芸
術
家
や
作
品
制
作
が
住
民
の
意
識
を
変
え
て
い
く
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
回
芸
術
祭
か
ら
磯
辺
の
制
作
に

関
わ
っ
て
き
た
測
量
士
の
南
雲
昇
氏
は
、
第
一
回
芸
術
祭
に
お
い
て
「
自
然
の
再
認
識
」
と
「
人
の
和
（
輪
）」
を
得
た
と
振
り
返
る
﹇
*27
﹈。

前
者
に
関
し
て
は
芸
術
を
介
し
て
自
然
の
見
方
が
変
わ
り
、
様
々
な
角
度
か
ら
自
然
を
見
る
こ
と
を
学
ん
だ
と
述
べ
、
後
者
に
関
し
て
は

あ
る
作
品
を
中
心
に
作
家
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
・
観
る
人
が
集
ま
り
、
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
た
と
語
る
。
さ
ら
に
南
雲
氏
は

磯
辺
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
「
自
然
を
見
る
指
標
」
が
変
わ
っ
た
と
い
う
。

磯
辺
さ
ん
は
、
想
像
し
た
も
の
で
は
な
く
、
地
殻
変
動
に
及
ぶ
ま
で
の
地
域
・
自
然
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
作
品
制
作
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
作
品
を
展
開
す
る
場
所
に
隠
れ
た
こ
と
、
今
ま
で
気
づ
く
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
を
見
せ
て
い
ま
す
よ
ね
。
た
だ
ポ
ー
ル

が
設
置
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
は
な
く
、
地
域
の
こ
と
を
知
れ
る
作
品
で
す
。
磯
辺
さ
ん
の
作
品
に
携
わ
っ
て
か
ら
、
山
一
つ
見

る
に
し
て
も
、
風
の
向
き
に
し
て
も
、
自
然
を
感
じ
る
指
標
が
ひ
と
つ
増
え
た
と
い
う
か
、
身
の
回
り
を
見
る
視
点
が
変
わ
り
ま
し

た
。﹇
*28
﹈
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最
後
に
、
こ
う
し
た
意
識
変
革
は
調
査
か
ら
鑑
賞
ま
で
の
様
々
な
段
階
に
お
い
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
作
品
か
ら
土
地
や
環
境
の
情
報

や
変
化
を
受
け
止
め
、
改
め
て
自
ら
の
土
地
が
持
つ
特
性
や
歴
史
性
を
見
直
し
、
過
去
と
現
在
の
歴
史
を
ど
う
受
け
止
め
、
そ
し
て
未
来

の
環
境
を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
者
や
鑑
賞
者
自
身
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
る
こ
と

で
、
目
の
前
に
見
え
て
い
た
風
景
が
変
わ
っ
た
人
々
が
、
そ
の
土
地
で
何
を
な
す
べ
き
か
を
磯
辺
の
作
品
は
問
い
続
け
て
い
る
。

八
幡
さ
く
ら（
や
は
た
・
さ
く
ら
）

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
学
術
）。
現
在
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語

社
会
研
究
科
講
師
。
専
門
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
芸
術
哲
学
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
観
念
論
、
ド
イ
ツ
・

ロ
マ
ン
主
義
。

 

註

*1

│ 

筆
者
は
過
去
に
越
後
妻
有
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
現
地
調
査
を
含
む
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
を
通
じ
て
、
農
村
地
域
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
、
人
々
が
そ
の
変
化
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
考
察
し
た
。
筆
者
が
関
わ
っ
た
松
之
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
は
以
下
。

東
京
大
学「
多
文
化
共
生
・
統
合
人
間
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
Ｉ
Ｈ
Ｓ
）青
田
麻
未
、
田
邊
裕
子
、
西
村
啓
吾
、
冨
士
盛
健
雄
、
八
幡
さ
く
ら
、

株
式
会
社
ア
ー
ト
フ
ロ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

関
口
正
洋
編
『
松
之
山
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
二
〇
一
八
年
度
美
術
科
教
育
学
会
リ
サ
ー
チ

フ
ォ
ー
ラ
ム
in 

新
潟
〈
大
地
の
芸
術
祭
〉
活
動
記
録
ア
ー
ト
に
よ
る
学
び
の
こ
れ
か
ら
│
体
験
講
座
＆
フ
ォ
ー
ラ
ム
』（
松
之
山
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
実
行
委
員
会
、二
〇
一
九
年
）

*2

│ 

十
日
町
市
四
万
六
千
四
百
八
十
九
人
、津
南
町
八
千
三
百
二
十
一
人（「
住
民
基
本
台
帳
人
口
」十
日
町
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、https://

w
w

w
.city.tokam

achi.lg.jp/soshiki/som
ubu/som

uka/1/gyom
u/1450419702866.htm

l

、「
住
民
基
本
台
帳
人
口
・
世
帯
数
」
津
南

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、https://w

w
w

.tow
n.tsunan.niigata.jp/soshiki/zeim

uchom
in/jinko-setai.htm

l

（
二
〇
二
五
年
六
月
二
〇
日
最

終
閲
覧
）

*3

│ 

大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
公
式
サ
イ
ト
「
こ
れ
ま
で
の
歩
み
」https://w

w
w

.echigo-tsum
ari.jp/about/his 

tory/

（
二
〇
二
五
年
五
月
三
十
一
日
最
終
閲
覧
）

*4

│ 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
実
行
委
員
会
編『
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
二
〇
二
二
記
録
集
』（
現
代
企
画
室
、
二
〇
二
三
年
）二

に
よ
る
生
育
領
域
の
変
更
、
川
俣
正
の
建
築
技
術
の
非
効
用
化
に
連
な
る
、
視
覚
芸
術
の
形
式
拡
大
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
﹇
*29
﹈。
関
直

子
も
、
と
く
に
測
量
家
と
の
協
働
が
「
厳
密
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
作
品
に
実
証
性
を
与
え
て
い
る
」
と
注

目
す
る
﹇
*30
﹈。
ま
た
関
は
、
磯
辺
の
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
活
動
に
、
世
界
を
流
動
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
視
点
を
見
出
し
、
資
源
目

録
と
い
う
デ
ー
タ
を
通
し
て
そ
れ
を
視
覚
化
す
る
そ
の
手
法
を
、「
流
動
す
る
も
の
の
背
景
を
静
か
に
示
す
」
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
指

摘
し
、
そ
れ
は
戦
後
美
術
に
お
け
る
エ
ン
ヴ
ァ
イ
ラ
メ
ン
ト
と
生
態
学
領
域
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
い
う
二
つ
の
言
葉
の
広
が
り
と
交
差
が
増

え
て
い
く
過
程
と
並
行
す
る
と
解
釈
す
る
﹇
*31
﹈。
こ
の
よ
う
に
磯
辺
の
作
品
は
環
境
芸
術
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
独
自

の
手
法
に
住
民
を
巻
き
込
み
、
彼
／
彼
女
ら
自
身
の
住
む
土
地
や
環
境
へ
の
意
識
を
変
え
て
い
く
。

磯
辺
は
当
該
作
品
の
目
的
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
わ
た
し
た
ち
は
失
わ
れ
た
川
の
記
憶
を
懐
か
し
む
だ
け
で
な
く
、

そ
の
生
態
系
の
変
化
に
つ
い
て
地
域
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
」、
今
後
の
ダ
ム
計
画
や
大
規
模
農
地
開
発
の

是
非
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
が
自
身
で
判
断
す
る
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
の
意
識
に
少
し
で
も
変
化
を
起
こ
せ
れ
ば

と
願
っ
た
と
語
っ
て
い
る
﹇
*32
﹈。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
は
ア
ー
ト
と
し
て
の
表
現
で
具
体
的
な
河
川
改
修
事
業
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

マ
ス
コ
ミ
や
多
く
の
人
々
の
関
心
を
惹
き
、「
か
つ
て
の
信
濃
川
を
憂
い
懐
か
し
む
声
と
と
も
に
自
分
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て
真
正

面
で
受
け
と
め
て
い
る
人
も
多
か
っ
た
」
と
、
磯
辺
は
振
り
返
る
﹇
*33
﹈。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
ア
ー
ト
が
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
元
の
川
の

流
れ
に
改
修
す
る
こ
と
で
も
、
さ
ら
に
未
来
の
建
設
事
業
に
反
対
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
こ
の
意
味
で
磯
辺
の
作
品
は
中
立
的
で
あ
る
。

北
川
は
ク
リ
ス
ト
の
作
品
と
比
較
し
て
磯
辺
の
作
品
を
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
る
。「
ク
リ
ス
ト
が
領
域
に
仕
掛
け
を
つ
く
り
、
モ
ノ

を
覆
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
の
成
立
や
歴
史
的
実
在
を
観
る
側
に
想
像
さ
せ
る
の
に
対
し
、
磯
辺
は
そ
の
地
域
の
具
体
的
エ
レ
メ
ン
ト

を
可
能
な
限
り
浮
上
さ
せ
、
そ
こ
に
印
を
う
つ
と
い
う
対
蹠
的
な
方
法
に
よ
っ
て
地
域
全
体
の
地
形
、
気
象
、
生
活
の
積
層
を
表
し
て
き

た
」﹇
*34
﹈。
ク
リ
ス
ト
が
あ
る
モ
ノ
を
梱
包
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
モ
ノ
の
意
味
を
鑑
賞
者
に
想
像
さ
せ
る
な
ら
ば
、
磯
辺
は
現
在
存
在

し
な
い
も
の
や
通
常
見
え
な
い
も
の
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鑑
賞
者
に
そ
の
場
所
の
意
味
を
想
像
さ
せ
る
。
大
地
の
芸
術
祭
に
お

い
て
磯
辺
は
精
確
な
調
査
の
蓄
積
と
そ
の
デ
ー
タ
化
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
地
域
の
様
々
な
特
性
を
、
非
常
に
単
純
化
さ
れ
た
仕
掛
け
や

道
具
（
例
え
ば
、
黄
色
の
ポ
ー
ル
の
配
置
）
に
よ
っ
て
問
い
か
け
る
。
そ
れ
が
意
味
す
る
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
眼
前

に
見
え
て
い
た
風
景
は
変
化
し
、
鑑
賞
者
は
過
去
の
歴
史
と
共
に
そ
の
場
所
を
新
た
な
風
景
と
し
て
観
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
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*20

│ 

磯
辺
行
久「
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た
│
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」一
五
頁
。

*21

│ 

磯
辺
行
久
「〈
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た
〉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
編
『
大
地
の
芸
術
祭
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
〇
〇
』（
現
代
企
画
室
、二
〇
〇
一
年
）二
六
〇
頁
。

*22

│ 

椹
木
野
衣
は
、
磯
辺
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
視
覚
優
位
な
形
で
絵
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
風
景
で
は
な
く
、
実
際
に
そ
の
場
で
様
々
な
感
覚

を
通
し
て
体
験
さ
れ
る「
環
境
と
し
か
呼
び
よ
う
の
な
い
な
に
も
の
か
」だ
と
論
じ
る
。
椹
木
野
衣「
磯
辺
行
久
の「
環
境
」を
め
ぐ
っ
て
」

磯
辺
行
久
監
修『
磯
辺
行
久　
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た
』（
現
代
企
画
室
、二
〇
一
八
年
）六
二
│
六
四
頁
。

*23

│ 

北
川
フ
ラ
ム『
大
地
の
芸
術
祭
』（
角
川
学
芸
出
版
、二
〇
一
〇
年
）五
三
│
五
四
頁
。

*24

│ 

磯
辺
行
久
「
葬
送
は
分
け
隔
て
の
な
い
越
後
妻
有
に
特
有
な
〈
和
み
〉
の
文
化
の
証
で
あ
っ
た
」（
印
刷
年
不
明
）
一
頁
。
筆
者
が
二
〇
二
四

年
の
芸
術
祭
に
参
加
し
た
際
に
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
配
布
さ
れ
た
作
品
の
過
程
の
設
置
図
書
と
作
業
手
順
を
記
し
た
資
料
よ
り（
全
四
頁
）。

*25

│ 

前
掲
箇
所
。
以
下
、
葬
儀
の
詳
細
は
同
資
料
の
庭
野
三
省「
二
〇
二
四
年「
大
地
の
芸
術
祭
」磯
辺
行
久
氏
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
て
」

（
二
〇
二
三
年
七
月
）三
頁
参
照
。

*26

│ 

北
川
フ
ラ
ム『
大
地
の
芸
術
祭
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）五
三
頁
。
公
式
サ
イ
ト
で
は
そ
の
助
言
は
当
初
反
対
し
て
い
た
住
民

か
ら
だ
っ
た
と
北
川
は
振
り
返
る
。
北
川
フ
ラ
ム
「
地
域
か
ら
の
反
対
や
開
催
延
期
も
あ
っ
た
草
創
期
か
ら
二
〇
年
の
変
化
」（
二
〇
二

〇
年
一
月
六
日
掲
載
）『
大
地
の
芸
術
祭
公
式
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
美
術
は
大
地
か
ら
』https://w

w
w

.echigo-tsum
ari.jp/m

edia/200106-

kitagaw
afram

/

（
二
〇
二
五
年
五
月
三
一
日
最
終
閲
覧
）

*27

│ 

南
雲
昇
「
水
の
波
紋
の
よ
う
に
」
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
編
『
大
地
の
芸
術
祭
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇

〇
〇
』（
現
代
企
画
室
、二
〇
〇
一
）二
〇
一
頁
。

*28

│ 

渡
辺
文
菜
「〈
ア
ー
ス
デ
イ
〉
か
ら
〈
大
地
の
芸
術
祭
〉
へ
│
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
世
界
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
磯
辺
行
久
が
考
え
る
「
環

境
と
人
間
」」（
二
〇
二
〇
年
五
月
二
五
日
掲
載
）
大
地
の
芸
術
祭
の
公
式
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.echigo-tsum
ari.jp/m

edia/200515-

isobeyukihisa/

）（
二
〇
二
五
年
五
月
三
一
日
最
終
閲
覧
）

*29

│ 

中
原
佑
介「
磯
辺
行
久
の
仕
事
」関
直
子
・
西
川
美
穂
子
編『
磯
辺
行
久
： L

andscape

│

Y
ukihisa Isobe: A

rtist-E
cological P

lan-

ner

』一
二
│
一
三
頁
。

*30

│ 

関
直
子
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を
め
ぐ
る
美
術
家
・
環
境
計
画
家
の
仕
事
」
関
直
子
・
西
川
美
穂
子
編
『
磯
辺
行
久 L

andscape 

│

Y
ukihisa Isobe: A

rtist-E
cological P

lanner

』一
九
二
頁
。

*31

│ 

関
直
子
「
流
動
す
る
も
の
を
捉
え
る
│
磯
辺
行
久
に
お
け
る
エ
ン
ヴ
ァ
イ
ラ
メ
ン
ト
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
│
」『
表
象
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
』

一
三
号（
二
〇
二
三
年
三
月
）一
│
一
六
頁
。

*32

│ 

磯
辺
行
久「
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た̶

̶

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」一
六
頁
。

*33

│ 

前
掲
箇
所
。

*34

│ 

北
川
フ
ラ
ム
「
美
術
の
本
源
へ
」
近
藤
俊
郎
・
渡
辺
文
菜
編
『
磯
辺
行
久

│
環
境
・
イ
メ
ー
ジ
・
表
現

│
』（
市
原
湖
畔
美
術
館
、

二
〇
一
三
年
）二
頁
。

二
九
頁
。

*5

│ 

う
ち
新
作
・
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
十
九
の
国
・
地
域
か
ら
の
一
〇
三
組
。
北
川
フ
ラ
ム
監
修
『
大
地
の
芸
術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
二
四
記
録
集
』（
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
、二
〇
二
五
年
）二
一
〇
│
二
一
一
頁
。

*6

│ 「
概
要
」大
地
の
芸
術
祭
公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.echigo-tsum
ari.jp/about/

（
二
〇
二
五
年
五
月
三
一
日
最
終
閲
覧
）

*7

│ 

同
掲
箇
所
。

*8

│ 「
生
物
多
様
性
保
全
上
重
要
な
里
地
里
山
」
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.env.go.jp/nature/satoyam
a/seibutu.htm

l

（
二
〇

二
五
年
五
月
三
一
日
最
終
閲
覧
）

*9

│ 

環
境
省
が
選
定
す
る
生
物
多
様
性
保
全
の
重
要
な
里
山
地
域
五
百
カ
所
に
、
十
日
町
市
、
と
く
に
松
代
と
松
之
山
地
域
、
キ
ョ
ロ
ロ
の
森

地
域
が
含
ま
れ
る
。
前
掲
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
選
定
地
一
覧
」参
照
。

*10

│ 

北
川
フ
ラ
ム
「
磯
辺
行
久
覚
書
き
」
磯
辺
行
久
監
修
『
磯
辺
行
久　
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た
』（
現
代
企
画
室
、
二
〇
一
八
年
）
二
二
頁
。
北

川
は「
芸
術
」で
は
な
く「
美
術
」と
い
う
用
語
を
使
う
。

*11

│ 「
概
要
」大
地
の
芸
術
祭
公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w

.echigo-tsum
ari.jp/about/

（
二
〇
二
五
年
五
月
三
一
日
最
終
閲
覧
）

*12

│ 

八
幡
さ
く
ら
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
が
も
た
ら
す
土
地
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ア
ー
ト
・
地
域
住
民
の
循
環
│
イ
ギ

リ
ス
と
日
本
の
比
較
研
究
の
観
点
か
ら
」『
国
際
哲
学
研
究
』一
一
号（
二
〇
二
二
年
二
月
）二
一
三
│
二
二
二
頁
を
参
照
。

*13

│ 

磯
辺
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
磯
辺
本
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://yukihisaisobe.jp/biography/#jpn

（
二
〇
二
五
年
五
月
一
日
最
終

閲
覧
）、
な
ら
び
に
磯
辺
行
久
監
修
『
磯
辺
行
久　
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た
』（
現
代
企
画
室
、
二
〇
一
八
年
）
の
「
年
譜
」
一
五
二
│
一
六
四

を
参
照
。

*14

│ 
同
書
、五
二
頁
。

*15

│ 

前
掲
箇
所
。

*16

│ 

同
書
、二
四
│
二
六
頁
。

*17

│ 「
大
地
の
芸
術
祭
の
骨
格
を
示
す
美
術
館
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
磯
辺
行
久
記
念
越
後
妻
有
清
津
倉
庫
美
術
館
（
二
〇
一
五
年
開
館
、
磯

辺
記
念
美
術
館
と
し
て
は
改
修
後
の
二
〇
一
八
年
か
ら
）で
は
、
初
期
作
品
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
磯
辺
の
活
動
と
芸
術
祭
の
歩
み
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
川
フ
ラ
ム『
越
後
妻
有
里
山
美
術
紀
行
ア
ー
ト
の
旅
』（
現
代
企
画
室
、二
〇
二
三
年
）二
二
│
二
四
頁
。

*18

│ 

以
下
、
作
品
設
置
の
経
緯
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
。
磯
辺
行
久「
川
は
ど
こ
へ
い
っ
た
│
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」『
都
市
計
画
』二
四
三
号（
二
〇
〇
三
年
六
月
）一
三
│
一
六
頁
。

*19

│ 

ポ
ー
ル
を
黄
色
に
塗
装
し
た
理
由
を
、
磯
辺
は
、
稲
田
が
初
夏
の
緑
か
ら
秋
の
黄
金
色
に
変
わ
る
た
め
、
黄
色
の
川
筋
が
次
第
に
背
景
に

馴
染
ん
で
い
く
と
い
う
、
時
間
経
過
を
織
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
美
し
い
自
然
の
中
で
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
違
和
感
を
最
小

限
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
配
慮
だ
と
語
っ
て
い
る
。
同
書
、
一
五
頁
。
北
川
は
そ
の
黄
金
色
の
稲
穂
と
黄
色
の
ポ
ー
ル
が
呼
応
し
、
反
射

し
合
う
様
子
に
、か
つ
て
の
信
濃
川
が
蘇
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
北
川
フ
ラ
ム「
越
後
妻
有
の
磯
辺
行
久
」関
直
子
・
西
川
美
穂
子
編『
磯

辺
行
久 L

andscape 

│

Y
ukihisa Isobe: A

rtist-E
cological P

lanner

』（
東
京
都
現
代
美
術
館
、二
〇
〇
七
年
）三
〇
頁
。
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